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　　　第’ユ2回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　議事塗箏

日時。　　昭和51年6月9日㈱1午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題

　　建設省及び科学技術庁．（航空宇宙技術研究所関係）の安

　　望事項について

｝説賭’素謡国土鯛戦地部長　鑑弘道1
　1．　　　航空出面技術研究所科学研究官　河崎後夫1

資料

　委12－1　．第．↓■由宇：宙開発委員会（定例会訟）議薯寮旨

　委12－2　海筍開発計画に関する要望事項（1）建設省

　委12－3　　噂　　　〃　　ρ　　●（2）一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学技術庁

　　　一　　　　．・　　　　　　　　　　　（その1）
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　　　　　　　第■■回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　　　議　事要　旨

：L・日時．　昭和51’年6月2日㈱午後2時～4時

2・場所．　’宇宙開発委員会会議室

a議題．’ @．”．　「．　　　一
　　　（1プ部会長の指名紀ついて　　　1　，

　　　（2）に禦三所謝る軍騰購のデブ取騨

4』幽 送ｿ　　　。　．　　．』　●　．　・ご　　　，・　　　、

　　委士1－7亀　第ゴ。回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　　　委1真一2　、ゴ旦も三田速報　　’．．㌧．

5． @出席者　　’　　　．　、　　　・〆

　　　宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　網　島　　一i毅

　　　’〃　　委員’．　・’　吉識雅夫
　　　　，”　∫”，　　’』’　八藤東禧

　　　　”．∴∫‘’斎選威文
　　説明者　　　　　　　　　・　’、

　　＿電波研究所長　　・　　　’　　　　　　湯　原一仁　夫

　　　　’〃　．　情報処理部長　　’　．　　・尾　方一義　春

　　　　〃　　　　　〃　　．衛星デー・タ解析一

　　　　　　　　　　　研究室長　　　・　　松　浦　延．央、

　　劇係省庁職員等

　　　科報徳庁研翻総長　ゴ大沢弘之・
　　　∫4一　長官官房参事官　　　　　　園．山1重　道・

　　　　　　　　　　　　　　でり

　　気象庁三部母　　　＿

　　郵政省電波監理局審議官・

　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　建設省国‡地理院

事務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画謙長

　一　〃．　・　〃　　宇宙国際課長

　　’〃　　　　　〃　璽宇宙開発課長

6・議事要旨．

（1）前回議事安旨につやて
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　　第i・回馬鞭発翻会（定例開講要旨醜認され

　た。隔

（2）部会長の指名κついて　　　　　　　’一

　　．佐々木義武宇宙開発委員会委員長からぐ計画部会長淀網島

∫毅委即∫・また・四部会長に吉識雅夫委員が指名されたと‘

　の報告が・網島毅委員長代理から行われた。

（3）電波研究融ける雛層翻衛星のデータ略結果ゆ

　いて．　　　　　　・　一　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　！

　’郵政省電波研魔所の湯原仁夫所長、尾方義春情報処理部長

悪留瀧夫儲処理三星データ解析研究室長から、資料

　委1ゴー2に基づいて説明が行われたのち、以下の質疑応答

　が行われた。

　　　　　　　　　　　　l21し
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湯原：エs艦＄と1同Pく電離層観測を目的とすうがヤ研究徳星であ

　　、り一、記憶容量も非常に小さい。極地域でQ観測が中心になつ

奥藤隠麟さ撫一どのよ効巣があ喫廠ら一

　　れるのか6’・

幽幽地球師㌃タを短雨期で彫やる⑳太陽活軌
　　．面輪状態と礪欝三三漁礁疹経度・緯麟様々
　　な疲ラ’メータφもとでデ：一画が得られより正確宏電波辛報O

．　電波警報を出ナことができる。また、今まで艶本ぷ中心’とな．

　　つて世界的な予報。麟を財ζ拶励つたが・それも可、

　　能となったであろう。．

八藤：以前・東京大学の科学衛星が電離層寵測をしたことがあっ

　　たが・それとの関連はどうなっているのかb

湯原：その艀龍の醗哨たっては庵波研究所鯵回し、．，

　　その時の成果はエSSに生かされている。

・斎藤：東京大学あるいは学術審議会の答申における中枢研究所の

　　目的はあく郊艀研究であり・『蔽業務を鞘する轍各

　　とは立場を異にする。

綿割定項目語通のもりがあるが、1こ綜既ては科学醒

　　㊧データでは不十夢なのでエ・＄sでも測定するρか、それと

　　’象を皇嗣の帽的であり・酒糟繋いが・郵政省では

　　電波業務に資するために電離層全体を観測する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　一’e∫

　　　，詣編響回忌果が出て畔’
　　八藤：エs等については今後定常花盛の問題壷残してい為が・電

　　　　波判所で壁れらゆいてど靖添い・る二のか・

　　湯原吟回の証げでミッション機器は正常に動作することが確

　　　心・認さ棟ので・漉油予備解を打量げて映だいて翻

　　　　を徳た姶・また・醐ロ年の旧記力騨駅舗る
　　　　騨を郷ためには・半麟？碑以上にやたって翻を行

　　　　う必要力1あるめで・’そρ二三漉していただきたいげ

　　　　更に・そめ観渾が終わっ．た後においても、少くともiっの衛

　　　　星を用いて観測を続ければ・短期的な電波予報・電波警報た’

　　　　、資する所が大きい。、　　　　’

　　斎藤＝エ．s貫の観測データは・実用・科学両唾の価値があり＼そ

　　　　の趣旨に沿った取扱いをしてほしい。また、ミツシヨレ機器

　　　　の宇蹄おける作動回心は鷹隔て吻で・予儲鞭

抽藺辮士rsで得られたデ「タ姓かして直ぢき所を直
　　　　して搭載するようにしてほしい。1　　．　　　．…　　鼻’

棘華務島贈甲追跡管制所で得られたデ．一二は使っていなゆか。

　　松浦3先週そめデータを提供されたので、．それを加えてさらにミ

　　　　．ツションデータの解折をつづける予定である。’　　　　　　　二

三舗術予脈動上げまでの間・蘭支所はどるよ旅殺立て

　　　　るのか。

為9’
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湯原：エ．SユS・ATS一⊥等についてコマンド送信、デー・タ取得

　　等を以前ゑら布r『」（却b・．ζれを継耗レていぐ。　　　．

吉識第2号の騨顯醜皇を矩ナる除には、外国の動向や

　・我が国における必要僥につい℃、萌確な納得のゆく説明をし

　　てほしい6
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宇宙開発計画に関する要望事項（1）

　　　建　設　省

■・測地衛星6研究開発計画　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　（2）

（1）　基本的考え方・・　　．

　　　　従来の測地測量は、観測地点間を直接に見通すことが必

　　　要であったが、人工衛星による測地測量は、これと異なり

　　　離ρ醒を仲介とするため・より血塊灘量が可能ξ・

　　　奉る・従？て蒲星園は従来・槻模姻量を勲てゼ

　　　く際に不可避な累積誤差の規正、及び海洋をはさむ遠隔地『

　　．域り測地的結合に寄与することができるσす左わち、従来

　　の測地測量では解決の出来ない・国内測鞄三角網の規正・

　　　離島位置の決定乱日本測地原点の確立等の測地測量におけ　　　　　　　　　　（3）

　　’る実際的課題を解決することぷできる6これらの謙題には、

　　　我が国固有のものと国際協力によってなされるべきものと

　　選るへま蛾が即測量聯に髄な醜醒鏑ち
　　　上げ・．これにより我が国及びその周辺における正確な資料

　　　を集積し、二次国際的な測地二業に協力してやぐ必要があ

　　　壁考える・世界的に解測地が行われれば各地域で嘆

　　　料力1統合され・これ迄三四連づけられていなかr雑　　　

　　堺各地雨漏網が富源ることになり揖界的峰一　　●
　　　された地図、海図の作成が違成される。また、衛星測地め　　　　　’　　　ψ

　　・精飾弓酵観測体制の整徹伴い・全地球的三三・す戸・

　　’表わち・地球の形と大きさ・大陸移動・曹堆琿め力学的諸性　　　’

　　　　　　　　　　　　一一ゴー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

三等をより正確に知るζ一とができ・天文学、地球物理学は

もとより今律の宇宙科学等の発展にも大きく貢献するもの

と考えられる。．　　　．．

長期構想　　　　　　　

　レー：ザー反射気球型測地衛畢による衛星測地は現在最も

高精度である，と考えられるが国この衛星ρ開発を阜期に実

現し、これによって重要拠点における正確な位置の決定を．

’行い・卸して国内賊軍鮪の規聴ど測地測量増す、

翠本的翻の雨脚図る礁た・一より三層の徽向上を

もたらす衛星測地システムの研究を行うとともに能動的機
　　　　　　　　　　　　　　　
鯵有する電漣測地衛星等によ鋤率の高い衛星予熱

ズテムについても研究を進める。　　　　　　　．

レーザー二反射気球型測地衛星の囲発計画　　　・

　レーザー反射気球型測地衛星は芳向観測のための太陽全

反射・及び鹿離観澗のためのレーザー光反射の両機能を備

える受動型衛星である。この衛星により、L 蜍K模で純幾何

学的な三次元測地測章が高精度でかつ能率的に行うこζが

でき、測地網の癖馬左どの臼的が有効的に達成される。

　本衛星の構造はアルミゴーティングをしたプラスチック

表面上にレーザー反射用キユービヅクコーナープリズムを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1600ゴ
付着させた・直径1σmの気球であり＼カプセル．に折ρた

たんで収納し宇宙空附で展開膨脹後、球形に保持されるも
　　　　　　　　　　し　ヘゼ　もりのり　　　　ゆ　
めであるσ　　織た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2障z等台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外山（汗．
　　　　　　　　　一　一2一

σ　．
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一一一一 _　　一

　昭和44年度から、海上保安庁水路部と共にぐレーニザー反射弓

三型測地衛星開発のための研究を進め、，’ 蒼y地理院はこれまでに’

気球材料肇着剤・気球の難技術・太陽光騨能・膿騰お

よび球形保持機構に関する研究を行い、選形を保持することがで

きる気球の開発の可能性を確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（梅禰）
関連雄設の整備計画一一一一昭和48年度より3ケ年計画で人工

　　　南畢レーザー測距装置の研空を行い昭和56年度に試作機

　　　を完成し牽。　なお今後競測ステーシランの増設を行う計

　　　画である。　　一　　　　　　　　　　　．

●’

軌道一一t一L高度　100b～1200：kmの略内軌道

　　　　　∵傾斜角　約50度∫

重量一一一一200k．9以下（カプセルを含む）

打上げ目標時期ラー一一蕗和56年度後期

寿命一一一一4～5年以上

開発ズケジ三一ルー一一一下図のとおり’
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2要望事項　　『　＼
　　宇宙開発計画（昭和50’年度決定）を次のよう．に（下線部分）

　　改められたい6　　　　　　　　　・　’　　　　　．”

　　　第血章・’開発計画

　　　　舞1節　人工衛星の曲発計画

　　　　　　2・開発計薗

　　　　　　（2）実利ノ屠の分野め人工衛星の開発

　　　　　　　⑥測地衛星

　　　　　　　　　月本測地原点の確立・国内測地網㊨規正：』．

　　　　　　　　鐸島位置の決定等を目的とした測地衛星につ

　　　　　　　　いては昭和56年度打上げを目標として開発

　　に着手する。・

（3）木工衛星の研究　　　　　　　　、

　⑤　測地衛星

　　　衛星測地測量における精度および鋤率のよ

　　り・一畳の向上をはかる衛星測地シ盈テムの研

　　　　　窒を僻する昆砿遡衛星四則幽要、

　　　　　な地上機器の研究をひぎらっいて進めるσ

第3節　施設の整備　　　／

　　3…人工衛墨の追跡等に必要な施設

　　　…朝実翻中型放騨星》測地纏・科学衛星

　　　．等の追蹄を行1ラことを目榔“’，「
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委豆2畑3・

’・

　　　　1一’斜照糠∫響、・’・’巳㌦・頁
　　　　電纈鯛興野醐すみ研嚇の紬……∵∴ご
　　　　賀桝ン・ジンρ碑醗二進∵㌘一∴∵・∵∵つ

●　塘舞騰馬挙攣毫1㌍惚璽昏ご三」。

　　　　概リモ、r撞ンシ．ン三四威ンサシス塾二二6穂＿ワ

　　　翠心纏雛げ四三勲係　　　一
　　　　工液醜鰍・〃ツトηのの二品6鵬∴∴一∴一8．

　　　　a∫難醐（ストラ物ン方式）頭テムの磯
　　　　　・開発め推進．．一＿一．＿∴“一一一　　．．・　　　　．

　　嘘噛癖㌧・．『　7吻．…・∵”∵’9．
　　　』レ鰍ラシデブ卿キング擶の研究・…二＝＿＝☆＿♂ユ1

　　　　a何収縮の醗∴∴・…1一・∴一一一．㌔．。一．ユ2
●’！r　その他（提案）’

　　　．三一・畑8s叩網ゆける利騎画ゆいての捷案∴＿冠4

　　　　a・棚鍛サウンタィング・励トゆいて曜案．．・．1．．。＿エ5

．工．人；［離肉係∵’．、　　　　　　　　　　　、

1・3軸妄琳卿晒織舞に面す痂究土場港の縄’・．1　　∴’

　θ）惹・義．’：，．・・　冒’　ズ．

　　　人工幽晦齢ミ賄ン縮痛廉1＝伴駄エ曜あ融
　　物糟と齢腰回蜘z吻．加ゾ欧、まE正副3軸
　　物制伽工駒鰍・断節5〃写初蝉、3儲鯛御覧鍍
　　灘徽欄雑欄姻雌”憐蝦，大州吃開門に減薪
　　うことと師のではひ・製鋼舛。う1興部四隅鰍紐の

　　’纏竃：鯛櫛みの蹴ラ姻セベの魔離に＝樋鰍紘取
　　設計で驚ようにすうこどが望’‘＜’9のため’Fは．わ∂一画’＝3軸霧輩御

　　桝溺回田技撫ぼ雛こて峰こどか4曝袖ガ
　　　：轍脚雫韓翻鰍瞬ε：肉ず琳二三の混幽リ．

　　霧雲購塑斑鵬臼鎌鮨殉よ『離蝉殉上暗線の

ヒ2）国房動向　’＝．一’　・　●二，．∵∴ 　・　．．…’．♂

　　　　入琳勘アンテナ，鰍翻四壁融イヒ書r紘3蕨鋤1
．覧

�苣B輝咋厚嬬帽額茅1愛の数をナ賢6曜肝胆れ亨柚壁．
　　勢鞄御は・大里アンアナを昏昏戟こ脅㍉AT3－6，：地球搦騨」街星と1・z誘躍i’．

　　熔融鰭欧喉励鰹のシンホを衛鞍峡滞れて甑

（の石汗宛潮発計：画．

　　　鯨3纏鰍同轍聯励シぞシ細聴引回の
細レ総総て捌噺財・癖毛rメント涛イ・，地回

　セサおよび太隔センサにっ。・マ研究考進めてきた老庸究の麻を二四

　隔心に伽ッけそやく働⊂引蛇7細渉膚へ亭亭勘就’
験馳行峡耽へと勤うことカ・回忌励

　　　　　　　　　一・∫．一

、
●
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．，拶ゆ奄鱒『『墜轡轡轡概專：．

●

’　．∴翌デ∫二』．’「’・　　　　．
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